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研究成果の概要（和文）：本研究では、中国の過密した都市を対象とし、社区を基盤とした地

域改善の可能性として、極めて特徴的な建築・生活様式が混在する高密街区における実態把

握の方法論の開発・適合について、中国の大学と協力して調査・分析を行った。本研究は、

分析結果に基づいて、住民が自律した地域改善を行うためのスキームや、参加型で空間的調

整を行うためのシステム提案など、今後の「参加型」の地域改善への構想と方法論を、現地

と協議しながら提案したものであり、中国の都市の超高密複合居住街区を解析するための方

法論を開発したものである。

研究成果の概要（英文）：In this study, we studied crowded city to analyze the possibility of
community-based area revitalization in uniquely architecture-and-living-standard-mixed
dense area in cooperation with universities in China. We make proposals for
highly-dense-community’s revitalization, such as “autonomic scheme for community” and
“system for regulating the area with community” discussing with professionals in China.
This is new way of revitalization for Chinese cities with super-highly-dense and
mixed-used living environment.

交付決定額
（金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

2008 年度 3,100,000 930,000 4,030,000

2009 年度 3,100,000 930,000 4,030,000

2010 年度 2,400,000 720,000 3,120,000

年度

年度

総 計 8,600,000 2,580,000 11,180,000

研究分野：建築学

科研費の分科・細目：都市計画・建築計画

キーワード：中国、コミュニティ、地域改善

１．研究開始当初の背景

中華人民共和国では、市民参加のまち

づくりの黎明期を迎えており、経済発展と、

コミュニティの単位である「社区」を中心

とした伝統的地域社会、及び都市計画制度

の近代化の混在、及び建築・生活様式が混

在する高密街区の中で、市民参加のまちづ

くりはこれらの葛藤を中和する役割とし

て存在する。中国の市民参加のまちづくり

をこの時点で研究する必要がある背景と

して、今後のまちづくりに影響する、新し

い法律の制定が当時相次いでいたことが
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挙げられる。このような社会背景の大きな

変化の中で、まちづくりにおける市民・住

民参加の研究も中国で始まりつつあった。

しかし、日本の１９６０年代の状況と同様

に、黎明期にある「市民・住民参加」によ

るまちづくりに関する研究は中国でも日

本でもまだ数少ないのが現状である。今後

中央政府が「和諧社会」として社会の調和

を考えていく上では、コミュニティを取り

込んだまちづくりの手法を考えていく必

要性が高まるであろうと考えた。

２．研究の目的

以上のような背景から、コミュニティの参

加に対する社会的背景が変化している現在

において、日本の密集市街地と類似した課

題を抱えた地域を事例として、物理的な地

域改善だけでなく、参加型でまちづくりを

考える手法として、今後の中国での市民・

コミュニティ参加のまちづくりに示唆を与

えるものとして、急速な都市開発によるひ

ずみを抱えた中国の長江デルタ地域におい

て、社区を基盤とした「コミュニティ」参

加型の地域改善の方法と、そのための分析

方法を開発することを目的とした。

３．研究の方法

研究の方法として、中国の過密した都市を

対象とし、社区を基盤とした地域改善の可

能性として、極めて特徴的な建築・生活様

式が混在する高密街区における実態把握の

方法論の開発・適合について、中国の大学

と協力して調査・分析を行った。具体的に

は以下のように研究を進めていった。

第一に、多様な建築様式からなる超高密複

合地区の実態解明のための方法論を検討し、

住民のニーズとそれを支える物的環境を解

明するため同済大学との共同調査を行った。

共同でコミュニティに対するニーズや課題

をヒアリングし、分析を行った。

第二に、研究対象地域を設定し、上海市・

ティーランチャオ地区を対象として、開発

と保存の狭間にある、過密した住宅地の課

題をインタビューし、生活像を可視化する

ためのツールを用いて調査を行った。

第三に、中国での現状実態を把握するため

に地元専門家との協働して調査分析、研究

を行った。同済大学・孫教授、及び浙江大

学・華教授と協力し、中国での住民参加の

可能性についての資料収集及び議論を行っ

た。

第四に、これらの意識調査、物理的調査、

学術論的調査を行った上で、社区を基盤と

した地域改善のあり方のスタディを行った。

４．研究成果

大学との研究協力関係の確立のもと、杭州

市の浙江大学との協働も進めながら、主に

同済大学との協力関係の中で上海市の研究

を中心として研究を進めてきた。以下研究

方法に従ってその成果を述べる。

第一に、住民のニーズを知るための同済大

学との共同調査を行った。共同でコミュニ

ティに対するニーズや課題をヒアリングし、

分析を行った成果として、住民の地域に対

する課題、住み続けたい意識に加えて、コ

ミュニティとコミュニティに対する参加意

識を明らかにし、地域改善事例におけるコ

ミュニティの参加動態の解明を行った。ヒ

アリングは 1000 件以上にのぼる。この成果

として、論文６をまとめた。調査・分析結

果として、伝統的居住形態である旧式里弄

に住む回答者たちは、住み続けたいという

意思が弱いわけではなく、コミュニティへ

の評価は全体的に高いこともあり、条件次

第では住み続けたいと回答した者も多い。

この意思に応えるには、文化景観エリアと

しての制限を守りながら、居住環境を向上

させる必要がある。しかし、旧式里弄のよ

うな歴史的建造物は中核的な保護地域に位

置することも多く、厳しい制限がかかる場

合が多くある。それゆえ、旧式里弄が抱え

る問題である衛生設備の不備さと、居住面

積の狭さなど、保全と改善のバランスをと

るのはより困難な状況であるという課題が

明らかになった。この基礎的な住民ニーズ

調査をベースとして、さらにどのような参

加型の地域改善が出来るか検討していった。

第二に、研究対象地域を設定し、地域住民

にワークショップ・ツールを用いた調査を

行った。調査方法としては、生活環境や生

活の行動範囲について、地図の上にシール

やメモを用いてそれぞれ生活の範囲を可視

化してもらった。また、コミュニティの実

態として、共用空間のアクティビティ調査

を行った。上海市・ティーランチャオ地区

を対象として、開発と保存の狭間にある、

過密した住宅地の課題をインタビューし、

生活像を可視化するためのツールを用いて

調査を行った成果として、住民ニーズのよ

りきめ細かい把握、抱えている課題、生活

像の実態、を明らかにした。この成果は論

文１〜４にまとめられている。分析の上で

は、地域改善の実態として、住環境改善事

例として、里弄をリノベーションして公共

施設とした新天地のように、権利変換や容



積率移転など、インセンティブを活用した

民間再開発と、スラム改善として税金が全

面的に投入された改修事例と、事業主体に

よって異なるスキームが存在する。これら

のスキームを合わせ、より漸進的な、コミ

ュニティの保全を試みるための住環境改善

のあり方を明らかにした。これらの分析を

通してインナーシティにおける地域改善主

体のスキーム実態を解明した。この調査結

果から、学会発表１，２の中で実態を踏ま

えた提案を行った。以下具体的な内容につ

いて説明する。

参加のスキームを含めた提案を行うために、

まず論文５では権利関係の課題について明

らかにした。そこで、第一に、提藍橋歴史

風貌保全地区及び周辺エリアの住宅所有関

係は主に“私房”と“直管公房”であり、

この地区の“直管公房”の殆どは独立した

衛生設備がなく、複数の住民による共有部

分があり、払い下げすることができない現

状があるということ、第二に“私房”では

明確な権利関係があり、市場で取引される

法的な保障があるのに対して、上海市では

“直管公房”の使用権の市場の取引は未だ

に法的担保がないことが地区内の居住環境

更新の課題になっていることが課題である

ことが分かった。また、論文３で空間的視

点からは、街区容積率による開発調整の困

難さが課題であることも明らかにし、論文

２で空間的コミュニティの単位としての

「住環境ユニット」という単位を設定し、

地域改善のための開発ユニットとテーマの

必要性について論じた。また、論文１で「高

密度コミュニティ」の中での生活環境につ

いてアクティビティの調査結果を分析し、

「住環境ユニット」内でのコミュニティの

実態について明らかにした。

これらの調査・分析を踏まえて、地域改善

について、参加スキームを考慮して提案を

行った。提案では、「デザインシステムの提

案」として、開発単位の設定、内部住民に

よる、計画・事業の検討、及び住民参加に

よる「街区組合」による調整を提案し、上

海市に対しても実際に提案を行った。

第三に、中国での現状実態を把握するため

の専門家との協働をおこなった。同済大

学・孫教授、及び浙江大学・華教授と協力

し、中国での住民参加の可能性についての

資料収集及び議論を行った成果として、ま

ず同済大学の協力から、地域基礎情報を収

集、及び上海市との複数回にわたる分析成

果についての議論を行うことが出来、参加

型へのスキームの提案を行うことが出来た。

これらの基礎資料から、里弄などの対象エ

リアの実態を分析し、現地調査計画の基礎

とした。また、浙江大学の華教授を招聘し、

日本での現状を示した上で、中国での実態、

参加型の展望についての議論を行った。専

門家との協働を通して、コミュニティ参加

のまちづくりの実態を明らかにした。華教

授からは、華教授の現地での実践を踏まえ

て、市民参加のための組織のあり方につい

ての提案があり、それについての意見交換

を行った。

本研究の提案は、中国の都市の超高密複合

居住街区を解析するための方法論の開発と、

これを元にした、改善手法の検討であり、

そのために本研究のように複眼的にコミュ

ニティの実態に迫り、過密した住居地域に

対する調査を行ったものはなく、また、コ

ミュニティ参加という視点からスキームの

調査を行ったものもなかった。本研究は、

そういった分析結果から、住民が自律した

地域改善を行うためのスキームや、空間的

な調整のためのシステム提案（住環境ユニ

ット、街区組合）など、今後の「参加型」

の地域改善への示唆をよりリアルに行った

ものであり、高密度コミュニティを受け入

れながらも、今後の開発と保全の間にある

過密した中国の都市の改善への「第三の道」

を示すものである。
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